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O DAG A I S A M A

　鶴岡市内の各高校の部活やボランティアサークルの生徒さ
んたちは、身近な地域で様々なボランティア活動に取り組ん
でいます。近年はコロナ禍により活動が制限されたり、機会
を失ったりすることもありましたが、工夫をしながらできる範
囲で活動を続けてきました。
　新型コロナウイルス感染症が感染症法上の「5 類」に位置
づけられ、地域がコロナ禍前の日常に戻りつつある今、新た
なスタートを切った高校生ボランティアが『致道館高校 JRC 
（青少年赤十字）』です。
　致道館高校は、鶴岡南高校と鶴岡北高校の統合により
設立されました。統合前の両校にはそれぞれ
ボランティア部があり、長い間地域の

人たちと関わりながら幅広いボランティア活動に取り組んで
きました。その実績が認められ、地域福祉の向上を目指して
地道な努力を続ける個人・団体を顕彰する「愛の鳩賞（主催：
公益財団法人山新放送愛の事業団、山形新聞、山形放送）」
を両校共に受賞しています。
　『致道館高校 JRC（青少年赤十字）』では、この4月に
新入部員を迎え、気持ちも新たに活動に取り組んで
います。生徒さんたちの声を、次のペー
ジで紹介します。

高校生ボランティアの新たな一歩 高校生ボランティアの新たな一歩  ! !
自分に今できることを、小さなことから一緒にやろう自分に今できることを、小さなことから一緒にやろう!!
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　将来を担っていく高校生ボランティアをはじめとした生徒の皆
さんが「地域に対してどんな行動をすべきか」を考え、「誰かの
ために行動することが自分自身の成長につながる」ことに気付く、
そんな “ふくしの心” を育み、住民一人一人の暮らしと生きがい、
地域づくりにつながっていってほしいと願っています。
　高校生は接客、力仕事、子どものお世話、カメラ、デザイン等、
得意なことは様々です。「高校生はこんなこともできるのかな？」
ということ、ぜひ一度ご相談してみませんか。
■お問合せ先　鶴岡市ボランティアセンター  TEL 0235（23）2970
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致道館高校JRC（青少年赤十字）：3年生4名に新たに1～2年生（旧鶴岡北高校の生徒も含む）15名が
入部し現在19名所属。「ボランティア精神が学校全体に広がっていくこと」を目標に掲げ、部員以外の生徒
にも参加を呼びかけながら、イベントへの協力、海外たすけあい募金活動や古切手の仕分け等を行っている。

致道館高等学校JRC 3年生へインタビューを行いました。
その一部を紹介します。

　日常生活では関わることがない幅広い年齢層の方や外
国の方とも関われるし、人の優しさにもふれられる所です。
また、お礼を言われたり、社会貢献できていると思うと
やっぱりうれしいです。イベントへの協力では運営側の
思いを聞くことができ、物事を複数の視点でみることが
でき勉強になります。

JRCの活動のやりがいは？Q
　新型コロナウイルス感染症対策でこれまでは募金活動
や古切手仕分け、依頼されたイベント等の手伝いなど、
積極的な活動があまりできなかったので、これからはも
っと活動の幅を広げていろんなボランティア活動をして
欲しいです。そして、今年の4月から致道館高校の基本理
念に「社会的使命の遂行」が追加となり、ボランティア
活動の素晴らしさが学校全体に広まって欲しいと思います。

後輩にして欲しい活動は？Q

　普段の暮らしや仕事、イベント、ボランティア活動に
ぜひ高校生を誘っていただき、一緒に活動したいですね。
地域に住む方々や福祉施設、団体等の活動や想いを知り、
自分たちが住む地域への理解が深まると思っています。

今後の活動、想いは？ Q　自分は何が好きなのか、何に興味があるのかなど、自
分を見つめることができました。また、他校の生徒やイ
ベントの運営側の方と協力する楽しさ、人と人との支え
合いに気づくことができ、いろんな人とつながるきっか
けになったと思います。

自分が成長したこと
活動してよかったと思うことは？Q

取材後記

Interview
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大雨災害被災地での支援活動

かたぐるまとほなみ町老人クラブの
芋ほり交流

児童館チャレンジデー

重点事業報告

・�組織運営と組織体制の強化やガバナンス（組織統治）の強化に積極的に取り組むとともに、
コンプライアンス（法令遵守）を徹底し適正な法人運営に努めました。
・�旧「まちキネ」建物の改修による本部事務局移転に伴い、本部事務局スペースを活用し
新たに通所介護事業（通所型サービスＡ「はつらつ元気まちトレ」）を開始しました。

❶ 法人運営の充実・強化

・�地域福祉活動計画「おだがいさまのまちづくり計画2020」に基づいた活動を進め、各
地域が作成した「地域支え合いプラン」に基づく地域の福祉活動を支援しました。
・�地域包括支援センター11エリアごとに地域福祉ワーカーを配置し、制度の狭間にある課
題を抱える方、地域で孤立している方等の把握に努め、訪問や同行により、社会参加の
機会へつなぐ等、関係機関や地域組織との連携、協働により相談活動を行いました。
・�大雨災害による秋田市の災害ボランティアセンターへの職員派遣やボランティア活動を
行い、被災地支援に努めました。

❷ 地域福祉活動の推進

・�判断能力に不安がある方の福祉サービス利用や日常的な金銭管理、成年後見等の支援に
努めました。鶴岡市成年後見制度中核機関の運営については、受任者調整会議等の他、
相談窓口等の担当者を対象とした成年後見制度研修会やチラシ・リーフレットの作成等、
広報機能の充実も図られるよう計画的な運営に努めました。
・�生活福祉資金特例貸付や緊急小口資金拡充支援資金等の借受世帯の状況把握を行い、電
話や訪問、手紙によるアプローチなどにより継続的に関わり、必要に応じて関係機関と
も連携し生活の安定につながるよう支援しました。

❸ 生活支援事業

・�「サービスに関するアンケート調査」を介護保険事業所23ヵ所、障がい福祉サービス事
業所9ヵ所で実施、調査結果をホームページに掲載するとともに、いただいた要望・意
見をもとに信頼性の高いサービスの提供に努めました。
・�障がい者福祉事業は、地域の方々との交流や環境美化活動、イベント等への参加を通し、
利用者が地域へ出ていく活動を進めると同時に、障がい理解の促進に努めました。

❹ 高齢者福祉、障がい者福祉事業

・�児童館での幼児クラブや主催行事では、子どもや親子、保護者同士が安心して集える居
場所づくりに努めました。また、5つの児童館ごと開催日時をずらしてそれら全てを廻っ
て遊びを楽しむことができる共催事業「児童館チャレンジデー」を開催しました。
・�学童保育所及び放課後児童クラブでは、学校から貸与されているタブレット型パソコン
での学習が施設内で可能になるよう、無線LAN環境を整備しました。

❺ 児童福祉事業

決
　
算

（単位：円）

収 入
合  計

3,249,206,280円

支 出
合  計

3,291,494,521円

地域包括支援センター事業 70,910,788放課後児童健全育成事業
197,629,571

児童館運営事業
88,721,138

保育園
運営事業

482,934,189

障害者
福祉事業

347,615,918

高齢者生活福祉
センター事業
10,971,889

短期入所生活介護事業
109,437,205

特別養護
老人ホーム事業
573,199,116

居宅介護支援事業
155,495,487

鶴岡市
ボランティアセンター
運営事業 4,711,167

生活支援事業
49,028,984

地域福祉事業
137,499,474

法人運営事業240,880,026

障害福祉
サービス等事業収入
378,736,869

保育事業収入
323,472,095

児童福祉事業収入
316,121,610

老人福祉事業収入 12,892,600

介護保険事業収入
1,824,271,265

会費収入 20,902,745その他の収入 23,913,896
基金・積立資産取崩収入

184,673,099施設整備等収入
5,428,218

受取利息配当金収入
38,019

就労支援事業収入
11,727,315

寄附金収入 2,355,877
経常経費補助金収入
55,930,842

受託金収入
     71,599,130

貸付事業収入
  7,510,900

負担金収入
200,000

事業収入
9,431,800

訪問介護事業 156,225,884

認知症対応型共同生活介護事業
68,777,887

通所介護事業
597,455,798

鶴鶴岡市岡市社社会福祉会福祉協協議会議会

　第3期（令和3年度から令和7年度）の「地域福祉活動計画」、「発展・強化計画」、「事業経営計画」
3年次目として、揚げた目標を計画的に推進しました。

令和5年度 事業報告と決算報告事業報告と決算報告
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あしたば・あぐりランド（社会福祉法人 月山福祉会）

　月山福祉会は令和6年4月1日から「無料職業紹介所」と農福連携による「共生社会
創造事業」を開始しました。この事業は、働きづらさを抱えるひきこもり者、高年齢者、
障がい者、刑余者などの潜在的求職者の方々に対し、不安や悩みに寄り添いながら就労
支援を行うものです。
　一方で、山形県は農業が盛んな地域ですが、就農者の高齢化や離農、後継者不在によ
る耕作放棄地の増大が課題となっています。そこで本事業を通して農業が必要としてい
る「働き手」と「潜在的労働力」をマッチングさせることを目指します。また、求職者
の幅広いニーズに応えるため、農業だけでなく商工業やサービス業といった業種の求人
掘り起こしも「無料職業紹介所」を通じながら就労へ導きます。
　この取り組みによって生まれる多様なネットワークを通じて、人と人、人と社会がつ
ながり、誰もが支え合う地域の実現を期待します。

情報掲示板

令和6年度「ふれあい福祉相談」のご案内
●職員による相談
　生活の困りごとや失業、病気などにより生活の維持
が困難な世帯の生計に関することなど、福祉全般にか
かわる困りごとに職員が応じ、関係機関と連携しなが
ら解決に向けて継続的に支援を行う相談窓口です。ご
家族や関係者の方も相談可能ですので、まずはお気軽
にご相談ください。
日時：月～金曜日（祝日を除く）8：30～17：15
場所：各福祉センター（問い合わせ先／ページ下段に記載）

●巡回弁護士相談（下半期10月～3月）
10月 9日（水） 10：00～15：00 温海福祉センター
10月16日（水） 10：00～15：00 鶴岡福祉センター 地域福祉課
11月13日（水） 10：00～15：00 藤島福祉センター
12月18日（水） 10：00～15：00 鶴岡福祉センター 地域福祉課
 1月15日（水） 10：00～15：00 鶴岡福祉センター 地域福祉課
 2月19日（水） 10：00～15：00 鶴岡福祉センター 地域福祉課
 3月12日（水） 10：00～15：00 鶴岡福祉センター 地域福祉課
※ 相談料金は無料、相談時間はお一人30分です。
※ 相談は予約制となっております。各日程の1か月前か

ら予約を受け付けます。

■お問合せ先
あしたば・あぐりランド（社会福祉法人月山福祉会）
鶴岡市馬場町1-6　TEL＆FAX　0235（33）8939

◀より詳しい情報をホームページ
　に掲載しています。

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和6年5月1日から令和6年6月30日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

★一般社会福祉事業へ
◎羽黒福祉センターへ
・斉藤 すゑ子 様 7,615円
◎櫛引福祉センターへ
・佐藤 てる子 様 26,802円
◎温海福祉センターへ
・三浦 一幸 様 20,000円
★鶴岡市障害者相談支援センターへ
・青山 勝彦 様 日本語手話辞典
★鶴岡市ボランティアセンター、各事業所へ
・山形県退職公務員連盟鶴岡田川支部 様
 タオル 218枚

★くしびき西部保育園へ
・英 侑子 様 ボールプール用ボール 120個
★児童福祉事業へ
・国際ソロプチミスト鶴岡 様 100,000円
★フードバンクへ
・佐藤 金二 様 玄米 30kg
・つるおか森の時間 様 食品 16点
・阿部 政志 様 玄米 60kg
★�NPO法人鶴岡災害ボランティアネット
ワークの能登半島地震支援活動へ

・蟻坂 隆 様（宮城県石巻市） 10,000円

★デイサービスセンターとようらへ
・三瀬二班ほっこり会 様 ウエス 100枚
・堅苔沢婦人会 様 手作り新聞紙袋 200枚
・岩ゆり会 様 介護用品 4点
 ウェス 200枚
 手作り新聞紙袋 100枚
・三瀬三班仲宮会 様 ウエス 400枚
★はちもりへ
・三瀬二班ほっこり会 様 ウエス 5㎏
・堅苔沢婦人会 様 手作り新聞紙袋 230枚


